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世界・日本・沖縄の経済動向
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１．世界経済（１）
・世界経済の成長率は、2016年度第1四半期をボトムに上昇。
・その後、中国や欧州の減速等から、成長のペースが落ちているが、今年の後半以降、中国の景気刺
激策の効果等により、総じてみれば緩やかに成長を続ける、という姿が期待される。
・ただし、米中の通商交渉や、ＩＴサイクルの調整など、引き続き下方リスクが存在。
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（注）2019年4月時点。
（出所）IMF



１．世界経済（２）：国・地域別の見通し
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（注）円柱は、ＩＭＦによる成長率見通し（2019年4月時点）。インドは年度ベース。
中東は北アフリカ、アフガニスタン、パキスタンを含む。

（出所）IMF



＜先 進 国＞ ＜新興国・途上国＞ ＜世 界 計＞

１．世界経済（３）：見通しの予測改定状況
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（注）小数第１位未満を四捨五入したもの。
（出所）IMF



１．世界経済（４）：国・地域別の見通し（本年4月時点）
（前年比、％）
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（注）2019年4月時点。（ ）内は2019年1月時点の見通しとの差。インドは年度ベース。
（出所）IMF



１．世界経済（５）

・ＰＭＩを見ると、製造業の景況感（マインド）は、悪化している国・地域もみ
られるなど、このところ改善傾向を弱めている。
・一方、サービス業の景況感は、改善傾向が概ね持続している。

5（出所）IHS Markit（c and database right IHS Markit Ltd 2019. All rights reserved.)等

年
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＜製造業ＰＭＩ＞ ＜サービス業ＰＭＩ＞

（注）ＰＭＩは「購買担当者景気指数（Purchasing Manager’s Index）」。50が景気の上向き・下向きの分岐点とされている。
製造業ＰＭＩのうち、グローバルは、J.P.Morganグローバル製造業ＰＭＩを使用。先進国は、４か国・地域（米国、ユーロ圏、英国、日本）、
新興国・資源国は、17か国・地域（中国、韓国、台湾、ロシア、ブラジルなど）の製造業ＰＭＩを、ＩＭＦ公表のＧＤＰウエイトで加重平均したもの。
サービス業ＰＭＩは、 J.P.Morganグローバルサービス業ＰＭＩ事業活動指数を使用。
消費者コンフィデンスは、主要国・地域の消費者コンフィデンスを、05－18年平均と同期間の標準偏差で標準化し、PPPウエイトで加重平均し
て算出。直近は3月(公表の遅い国は前月から横置き）。

＜消費者コンフィデンス＞
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１．世界経済（６）
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・米国政府を相手とする通商交渉の展開と今後の想定

（出所）JETRO、各国政府、各種報道




